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昨
年
度
は
２
５
４
本
の
薬
剤
注

入
を
行
い
、
１
本
約
３
、３
０

０
円
に
な
り
ま
す
。

２１
年
度
は
約
３
、
０
０
０
万

円
の
予
算
で
す
が
、
無
人
ヘ
リ

に
よ
る
薬
剤
散
布
を
昨
年
か
ら

実
施
し
て
お
り
、
松
く
い
虫
対

策
検
討
委
員
会
で
も
非
常
に
効

果
が
あ
る
と
の
事
で
す
。
そ
の

辺
り
も
含
め
て
実
施
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
松
枯
れ
の

ピ
ー
ク
も
事
業
費
的
に
は
過
ぎ

た
と
思
い
ま
す
。

問

河
川
の
測
量
設
計
監
理
業

務
委
託
料
に
つ
い
て
、
１４
件
行

い
実
施
工
事
は
７
件
だ
っ
た
よ

う
だ
が
、
ま
だ
工
事
の
残
っ
て

い
る
箇
所
は

答

次
年
度
工
事
分
も
含
め
て

の
測
量
委
託
１４
件
で
あ
り
、
そ

の
内
工
事
を
行
っ
た
の
が
５

件
、
２１
年
度
に
回
し
た
の
が
７

件
、
継
続
で
同
じ
箇
所
で
用
地

調
査
等
で
ダ
ブ
っ
て
い
る
箇
所

を
入
れ
て
１４
件
に
な
り
ま
す
。

問

道
路
整
備
計
画
の
全
体
の

中
で
の
達
成
率
は

答

実
施
計
画
の
中
の
達
成
率

は
４０
％
程
度
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
着
手
し
て
い
る
も
の
を
含

め
て
の
数
字
で
す
。
残
り
の
期

間
の
中
で
す
べ
て
完
成
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問

地
域
か
ら
の
要
望
に
よ
る

も
の
と
思
い
ま
す
が
、
工
事
件

数
３
４
５
件
は
要
望
件
数
に
対

し
て
ど
の
程
度
に
な
る
の
か

答

毎
年
の
事
例
か
ら
で
す

と
、
各
地
区
か
ら
の
要
望
は
５

０
０
件
近
く
に
な
り
ま
す
。
緊

急
度
、
必
要
度
、
経
済
効
果
等

を
検
討
し
実
施
し
て
お
り
、
要

望
の
約
８
割
程
度
は
実
施
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

問

教
育
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
臨
時
職
員
を
雇
用
し
て
指

導
内
容
の
充
実
を
し
て
い
る

が
、
１
ク
ラ
ス
当
た
り
に
す
る

と
何
人
配
置
し
て
い
る
の
か

答

７
校
で
３２
名
の
臨
時
職
員

を
配
置
し
、
１
校
当
た
り
平
均

約
５
名
の
配
置
に
な
り
ま
す
。

御
前
崎
小
学
校
２
名
、
白
羽
小

学
校
３
名
、第
一
小
学
校
６
名
、

浜
岡
東
小
学
校
３
名
、
浜
岡
北

小
学
校
２
名
、
浜
岡
中
学
校
２

名
で
す
。

問

中
学
２
年
生
支
援
事
業
に

つ
い
て
、
学
力
が
向
上
し
て
い

る
と
報
告
さ
れ
て
い
た
が
具
体

例
は

答

１
ク
ラ
ス
の
人
数
が
３３
名

程
度
に
な
り
、
環
境
が
良
く
な

る
と
思
い
ま
す
。
教
職
員
側
に

と
っ
て
は
事
務
処
理
能
力
が
上

が
り
、
そ
の
分
子
供
一
人
ひ
と

り
の
見
届
け
が
で
き
る
と
い
う

事
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。

問

国
民
文
化
祭
事
業
に
つ
い

て
、
さ
つ
ま
い
も
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
事
業
だ
が
、
御
前
崎
市
で

の
開
催
期
間
と
、
市
民
に
ど
う

周
知
徹
底
す
る
の
か

答

開
催
は
１０
月
３１
日
、
１１
月

１
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
周

知
に
つ
い
て
は
、
今
現
在
本
庁

と
支
所
に
懸
垂
幕
を
掲
げ
、
玄

関
部
分
に
Ｐ
Ｒ
の
掲
示
等
を
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
の
ぼ
り

旗
の
設
置
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
市
民

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
映
像
を
含
め
て

の
Ｐ
Ｒ
、
広
報
、
チ
ラ
シ
、
ポ

ス
タ
ー
の
配
布
に
よ
り
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

問

保
育
園
費
に
つ
い
て
、
当

市
で
待
機
児
童
は
い
る
の
か

答

こ
の
保
育
園
に
入
り
た
い

が
、
た
ま
た
ま
定
員
数
の
関
係

で
少
し
待
っ
て
い
た
だ
く
場
合

は
あ
り
ま
す
が
、
待
機
と
い
う

長
期
間
に
亘
る
も
の
は
聞
い
て

お
り
ま
せ
ん
。
保
育
に
関
わ
る

待
機
児
童
は
ゼ
ロ
で
あ
り
ま
す
。

問

家
庭
児
童
相

談
室
で
は
ど
の
よ

う
な
相
談
が
多
い

の
か

答

平
成
２０
年
度

は
、
延
べ
３
、５

６
１
件
の
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。
家

族
関
係
が
一
番
多

く
、
虐
待
等
６
５

８
件
、
環
境
福
祉

関
係
１
、０
０
２

件
、
生
活
習
慣
、

発
達
の
遅
れ
、
登

校
拒
否
等
の
相
談

が
主
な
も
の
で

す
。

問

障
害
児
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
事
業
に
つ
い
て
、
旧
佐
倉
公

民
館
を
改
修
し
て
今
年
４
月
か

ら
行
う
と
聞
い

て
い
た
が
、
現

状
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か

答

今
年
度
の

改
修
工
事
と
し

て
計
画
し
て
お

り
、
指
導
員
、

利
用
者
の
意
見

を
聞
く
中
で
、

当
初
設
計
を
変

え
た
た
め
、
今

月
の
発
注
に
な

り
ま
す
。
年
度

内
に
完
成
さ

せ
、
来
年
４
月

か
ら
は
新
し
い

場
所
で
行
い
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

問

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
、
不
納
欠
損
額
が
１
、０
３

１
万
６
、７
５
２
円
で
す
が
、
昨

年
の
約
２
倍
に
な
っ
た
理
由
は

答

不
納
欠
損
に
つ
い
て
は
、

５
年
間
支
払
わ
な
い
と
時
効
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
景
気
悪

化
の
影
響
も
あ
り
、
外
国
人
も

多
く
の
方
が
こ
の
中
に
入
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
一
番
の
原
因

だ
と
思
い
ま
す
。

未
納
整
理
に
つ
い
て
は
税
務

課
で
大
変
努
力
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
な
か
な
か
収
納
が
厳
し

い
状
況
で
す
。
不
納
欠
損
額
が

増
え
た
の
は
、
５
年
時
効
に
な

っ
た
方
の
中
に
未
納
額
が
大
き

か
っ
た
方
が
い
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
し
ま
す
。

問

市
内
に
新
規
介
護
保
険
施

設
の
計
画
が
あ
る
の
か

答

介
護
保
険
料
の
第
４
期
の

改
定
審
査
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
そ
の
中
で
３
つ
の

事
業
申
請
が
あ
り
、
第
４
期
の

事
業
計
画
期
間
中
に
有
料
老
人

ホ
ー
ム
で
８０
床
の
内
１０
床
を
御

前
崎
市
で
と
い
う
計
画
と
、
地

域
密
着
型
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
２９
床
で
全
床
市
内
で
と
い

う
２
つ
を
事
業
認
定
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
の
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、

市
内
の
充
足
率
が
高
い
た
め
見

送
り
ま
し
た
。

問

介
護
度
認
定
期
間
が
原
則

と
し
て
３０
日
以
内
と
な
っ
て
い

る
が
、
現
在
は
１
ヶ
月
半
程
度

か
か
っ
て
い
る
。
打
開
策
は

答

現
在
、
認
定
調
査
員
は
正

職
員
が
１
名
体
制
で
す
。
臨
時

職
員
の
有
資
格
者
３
名
を
お
願

い
し
て
、
本
年
度
か
ら
事
業
所

に
認
定
調
査
を
委
託
し
て
お
り

ま
す
。
委
託
に
よ
っ
て
早
め
の

認
定
結
果
を
出
す
よ
う
に
し
て

お
り
、
月
に
１
０
０
名
程
度
の

調
査
を
し
て
お
り
ま
す
。

問

水
道
事
業
会
計
決
算
で
、

旧
小
笠
町
、
旧
相
良
町
に
給
水

し
て
い
る
が
、
料
金
は
請
求
し

て
い
る
の
か

答

旧
小
笠
町
分
が
１８
戸
、
旧

相
良
町
分
が
１
５
０
戸
給
水
し

て
お
り
ま
す
が
、
請
求
は
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

問

以
前
の
話
で
す
と
平
成
２１

年
４
月
頃
か
ら
料
金
改
定
を
し

た
い
と
い
う
事
に
な
っ
て
い
る

が
、
検
討
し
て
い
る
の
か

答

補
助
金
と
し
て
一
般
会
計

か
ら
約
３
億
２
、７
０
０
万
円

い
た
だ
い
て
お
り
、
水
道
料
金

は
受
益
者
負
担
が
原
則
で
す
の

で
使
用
者
が
負
担
す
る
の
は
当

然
で
す
が
、
大
変
厳
し
い
経
済

状
況
の
中
で
あ
り
、
料
金
改
定

は
今
し
ば
ら
く
先
延
ば
し
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

こ
こ
数
年
市
立
病
院
の
医

師
、
ス
タ
ッ
フ
の
時
間
外
は
増

え
て
い
る
の
か

答

極
端
に
増
え
て
は
い
ま
せ

ん
。
多
い
人
は
１
０
０
時
間
く

ら
い
の
方
も
お
り
ま
す
が
、
平

均
す
る
と
昨
年
度
は
４０
時
間
か

ら
５０
時
間
に
な
り
ま
す
。

問

脳
外
科
の
医
師
が
減
少
し

た
が
、
そ
の
後
の
状
況
は

答

常
勤
が
１
人
に
な
り
、
入

院
患
者
の
受
け
入
れ
が
で
き
な

い
た
め
減
っ
て
お
り
ま
す
。
平

成
２０
年
度
は
平
均
３０
人
か
ら
４０

人
の
入
院
患
者
さ
ん
が
お
り
ま

し
た
が
、
平
成
２１
年
度
は
３
人

か
ら
４
人
で
あ
り
ま
す
。
外
来

に
つ
い
て
は
２
人
の
非
常
勤
医

師
に
来
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
減
少
は
少
な
い
状
況

で
す
。

問

市
立
病
院
あ
り
方
等
検
討

委
員
会
で
示
し
た
将
来
の
経
営
計

画
数
値
に
対
し
て
、
月
ご
と
数
値

を
出
し
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
の

か答

チ
ェ
ッ
ク
は
し
て
お
り
ま

す
。
上
半
期
の
報
告
の
時
に
数

値
で
正
確
に
出
る
と
思
い
ま
す
。

保
安
検
査
結
果
に
つ
い
て

浜
岡
原
子
力
保
安
検
査
官
は
４
半
期
毎
に
原
子
力
発
電
所
に

立
入
り
検
査
、
抜
き
打
ち
検
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

回
燃
料
管
理
の
状
況
、
燃
料
装
荷
の
操
作
、
原
子
炉
起
動
操
作

等
、
い
ず
れ
も
違
反
と
な
る
事
項
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

駿
河
湾
地
震
後
の
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
健
全
性
確
認
結
果
に
つ
い
て

９
月
１５
日
当
委
員
会
は
地
震
発
生
後
の
発
電
所
へ
の
対
応
に

つ
い
て
保
安
院
に
説
明
を
求
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
３
人
の

耐
震
専
門
チ
ー
ム
を
当
日
早
朝
現
地
に
派
遣
し
、
現
場
の
状
況

を
確
認
し
た
。
運
転
中
の
４
号
機
、
５
号
機
は
自
動
停
止
し
、

止
め
る
、
冷
や
す
、
閉
じ
込
め
る
と
い
っ
た
基
本
的
な
機
能
に

異
状
は
な
い
事
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
５
号
機
に
つ
い
て
は
基

準
地
震
動
を
越
え
て
い
る
た
め
健
全
性
評
価
結
果
の
報
告
を
追

加
指
示
し
た
と
の
事
で
し
た
。

浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
状
況
に
つ
い
て
（
中
部
電
力
よ
り
）

４
号
機
は
機
器
単
位
、
系
統
単
位
の
点
検
の
結
果
、
設
備
の

健
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
事
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
５
号
機

は
地
下
構
造
特
性
に
つ
い
て
敷
地
内
に
深
さ
１
、５
０
０
ｍ
ま
で

穴
を
あ
け
、
岩
石
の
状
況
を
調
査
し
併
せ
て
陸
域
、
海
域
も
１０

月
か
ら
順
次
調
査
す
る
と
の
事
で
し
た
。

原
子
力
発
電
所
関
連
交
付
金
に
つ
い
て

共
生
交
付
金
の
復
活

運
転
年
数
が
３０
年
を
越
え
る
原
子
力
発
電
所
の
所
在
県
に
交

付
さ
れ
、
県
を
通
じ
て
当
市
と
周
辺
市
に
一
部
交
付
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
リ
プ
レ
ー
ス
計
画
に
よ
り
、
廃
炉
と
な
っ
た

設
備
は
対
象
外
と
す
る
国
の
正
式
見
解
に
対
し
て
、
県
と
共
に

国
へ
陳
情
活
動
の
結
果
、
中
部
電
力
が
相
当
分
を
県
へ
寄
付
金

と
し
て
支
援
す
る
事
で
国
に
代
わ
る
財
源
を
確
保
す
る
事
と
な

り
ま
し
た
。
御
前
崎
市
の
交
付
額
は
１７
億
１
、２
５
０
万
円
で
、

８
事
業
が
既
に
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

・
池
新
田
配
水
幹
線
布
設
工
事

・
東
町
海
岸
線
（
３
工
区
）
改
良
工
事

・
北
幼
稚
園
改
築
工
事

・
個
性
伸
長
支
援
教
育
複
合
施
設
整
備
工
事

・
御
前
崎
市
民
会
館
耐
震
補
強
工
事

・
佐
倉
東
西
線
改
良
工
事

・
市
道
２
５
６
号
線
改
良
工
事

・
市
道
２
０
７
号
線
改
良
工
事


